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６年生「地球に生きる」の学習の終末に、ミニ四駆づくりをしています。学校の先生支援の「よのなか

学」より、日産自動車との協賛でタミヤのミニ四駆を児童数分いただきました。（４月に先着応募） 

私自身が小学生の頃、ミニ四駆ブームに乗っかり、たくさん作っては友人と速さを競って遊んでいたの

を思い出します。現在では、学級に２、３名の児童がミニ四駆づくりを経験しているくらいで、あまり手

にはしていないようでした。 

さて、このミニ四駆は、乾電池とモーターで走る車です。実は、理科と大変強く結びつき、とてもおも

しろい教材になります。乾電池は、電気。モーターは電磁石。どちらもこれまでに学習してきた教材で

す。「未来の車」と言っても、今では普通に走っている電気自動車です。運転手のいない自動運転の路線バ

スも走っている時代です。理科の学習が世の中を発展させ、便利になりことへ活用されていくわけです。

本当に楽しい教科で、夢のある、魅力ある理科学習だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 試走行の様子を 

動画でどうぞ👉 

保護者さん向けに、学習内容のお知らせも配布しまし

た。ＳＤＧｓは、この先数十年後の未来、今後の地球環

境を考えて、さまざまな企業が会社同士協力し合って

色々な工夫や努力をされています。そして、そこに学校

教育という参画がプラスされ、未来を生きる子どもたち

へ思いと想像力を、理科の視点から伝えています。その

役割を果たすのが理科の指導者でもあるのかなと考え

ています。 

 学習を始めるためのビデオクリップも教材として活

用しました。こうしたパッケージで、理科を発展的に学

習していけることは、教材提供として大変ありがたく、

子どもたちにとっても意欲的に、関心を高めながら学べ

るのではと思います。 

 細かいギヤーや、プラスチックパーツ 

                              を、台車にはめ込んでいく作業や、モー 

ターと金具をつなぎ、電池でタイヤが回 

るかどうかを確かめるときのみんなの 

表情は真剣で、わくわく感いっぱいでし 

た。６年生の理科もあとわずかです☆ 
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